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春をイメージしてデイケア・病棟の患者さんたちが制作した作品です。
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■ 地域連携「地域福祉フェスティバルに参加」
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■ デイケア紹介

■ 共同生活援助事業（グループホーム）

■ 売店インタビュー

向陽台病院の理念

心を病む人の立場に立った専門的精神科
治療の提供を行う
地域への精神科医療の啓発活動を通じて
心を病む人のみならず、地域住民の心の健
康増進に貢献する
●地域の様々な資源との連携の強化を目
指します̶医療・福祉・教育・産業・地
域社会と積極的な連携が出来るように̶
●良質で安全な医療の提供を目指しま
す̶相手の立場に立ち、私達が安心して
自分の家族を任せられるように̶
●専門性を高め、より高度な知識・技術の
向上を目指します。̶ 新しい技術・知識
の習得、研鑽を心がけるように̶

平成22年3月23日から植木町は熊本市と合併し、
向陽台病院も住所が変更になりました
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デイケア紹介デイケア紹介 当院の外来治療の一つにデイケアがあります。デイケアは、利用
される時間によって呼び名が異なり、それによって活動内容や金
額も違っています。
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参加者　年代別割合

（デイケア　精神保健福祉士　春木 あゆ美）

作 品お花見
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　共同生活援助事業（以下グ
ループホーム）は、障がい者が共
同で生活を行う住居を提供し、
世話人と呼ばれるスタッフが日常
生活の支援を行い、地域でより自
立した生活ができることを目標に
しています。
　現在3カ所のグループホーム
（ひまわり、くすの木、かしの木）
があり、10名の方が利用していま
す。大半の方が日中は向陽台病
院のデイ・ナイトケアに参加して
いますが、就労をしている方もお
られます。長い期間を病院で過ご
してきた方々が地域の中で生活
をすることは大変なものではあり
ますが、グループホームで食事や

買い物をすること、服薬などの支
援を受けたりミーティングを行っ
たりしながら生活を続けることに
よって、少しずつではありますが、
生活の技術を取り戻したり、上達
したりすることができます。
　このように地域での生活を送
ることができるようになれたの
は、入居者自身の力は当然では
ありますが、やはり近隣住民の
方々からのご協力があるからだ
と感じています。直接何か援助を
していただいたということではな
いのですが、何気ない「見守り」
や「視線」を向けてくださること
が、何よりの入居者への支えと
なっているのではないかと思いま

す。ゴミの捨て方やあいさつの仕
方など、気付いたことをきちんと
指摘していただいたり、評価して
くださったりすることが、入居者
が地域の一員としての責任感や
連帯感を意識することにつなが
るのだと感じています。まだ心配
な面も少しはありますが、それぞ
れの個性を持った入居者が、もっ
と健康的な生活が送れるように
練習をしながらがんばっていま
す。これからも地域の方 と々同様
に温かく見守っていきたいと思い
ます。
（社会福祉事業　居宅就労支援
事業所　所長　阪本 匡聰）

　当院では全職員を対象に医療従事者としての専
門的知識技術を深め、チーム医療の質の向上を図
ることを目指し、年1回院内研究発表会を実施して
います。年々参加者が増え、89名の参加がありまし
た。演題も、事務部、リハビリテーション部、看護
部（5題）に加え、診療部、社会福祉事業の参加が
あり、計9題の発表がありました。演題内容は、外
来診療や看護に関するもの、治療プログラムに関
するもの、日常生活に目を向けて取り組んだ事例
研究、ＩＣカード対応コピー機導入に関するものな
ど、各部門の役割機能に応じた業務改善や患者さ
んへのかかわりを通して得られた成果についてで

した。パワーポイントも工夫のあとがみられ、参加
者から出された質問や意見はさらに内容を深め、
評価も的確になされ、意義深い研究発表会になり
ました。今年度は教育委員会で研究論文作成要項
を作り様式を統一し、院内の倫理委員会で審査し
承認を得て発表するという形を取り入れ、形式的
にも内容的にも少しではありますが、レベルアップ
できました。今後もこれらの研究をスタッフ皆で共
有し、学んだことを患者さんやご家族の皆さまへの
医療・福祉サービスとして提供できるよう、努めて
いきたいと考えています。

（教育委員長　大塚 明美）
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当院で平成16年からお世話になっている売店、木庭商店さん。
今までは院外にありましたが、平成21年12月から病院内に移転されまし
た。それに伴い、日ごろから感じていらっしゃることや最近の売店事情を
社長の木庭幸紀さん、店長の木庭久子さんにお尋ねしました。

病院内売店：木庭商店（社長：木庭 幸紀 氏）
開店時間 月～金曜日　9：00～17：00／土曜日　9：00～13：00



向陽台病院ではさまざまな情報を発信しています

春は出会いと別

れの季節です。

私たち広報委員

の中でも長年表

紙を担当していたメンバーとの別れが

ありました。別れはとても寂しいです

が、お互い前を向いて進んで行ければ

と思います。（須藤 晶子）

　1月23日（土）に、そよ風家族会を開催
しました。今年度は、“患者さんと家族の
接し方”をテーマにDVD鑑賞やバーチャ
ルハルシネーション体験（幻聴や幻視を
映像で実体験するもの）などの学習を中
心として開催してきました。それを踏ま
え、今回はさらに各家庭で対応に困って
いることや工夫していることを、家族同士
で話し合い深めていただくために、座談
会の時間を長くとりました。
　18家族19名の参加があり、入院中の
方のグループと外来・デイケア通院中のグ
ループに分かれ、それぞれに語り合って
もらいました。初めて家族会に参加される
方も多く、最初は緊張されていましたが、
他のご家族の体験談やアイデアを聞くう
ちに、笑顔が見られるなど和やかな雰囲
気になりました。
　患者さんを支えるご家族は、時として
動揺されたり不安になったりすることがあ
ります。そのようなお気持ちをお持ちのご
家族が、家族会に参加されることで「自
分だけではない」と感じていただけるよう
工夫していきたいと思います。

次回の予定：4月24日（土）10時～
（リハビリテーション部

精神保健福祉士　春木 あゆ美）
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動向を探る 向陽台病院を利用されている患者さんの
動向を掲載しています。

新患数外来延数
入 院 退 院

１カ月ごとの入退院者数

2009年 12月

2010年 1月

2010年 2月

2803

2522

2490

48

48

41

43

42

34

35

33

39

集計月

（単位：人）

　毎年多くの人が悩む花粉症ですが、その発症にある特徴的な食生活
が関わっていることが明らかになってきました。花粉症の原因である免
疫ブログリン（IgE）の生成を促進する食生活を改善し、日ごろの心がけ
から花粉症を予防しましょう。

花粉症予防におすすめの食品・栄養素
・魚 魚に多く含まれる不飽和脂肪酸はアレルギーの炎症に
 関連が深い物質の生成を低下させる効果があります。

・ビタミン(A・C・E)　ビタミンＡ・Ｃ・Ｅは抗酸化ビタミンと呼ばれ、
  アレルギーの予防効果があります。

・ビタミンＡの多い食品 緑黄色野菜、ウナギ、海苔、卵　　
・ビタミンＣの多い食品 苺、グレープフルーツ、ブロッコリー、
 キウイフルーツなど

・ビタミンＥの多い食品 ウナギ、カボチャ、種実類、アボガドなど

発症してしまったら… ヨーグルトを食べましょう！ 腸の健康を保
つことで花粉症の症状を和らげることができます。整腸
作用のあるヨーグルトを食べて症状を緩和しましょう。

（診療部　管理栄養士　宮本 愛）

花粉症にならない5つの心がけ
①日本的食生活を心がけよう
高カロリー・高脂肪の食事はIgＥ生成を促進します。
野菜中心の食生活を心がけましょう。

②“手作り食”を心がけよう
加工食品・インスタント食品には、IgＥ生成を促進する化学物質が多く
含まれていますので、食事は手作りを心がけましょう。

③身体を動かそう
適度に動かすことは、免疫機能を高めます。
特に有酸素運動がおすすめです。

④ストレスを解消しよう
ストレスが貯まると自律神経の流れが悪くなり、
アレルギーが起こりやすくなります。

⑤規則正しい生活を心がけよう
不規則な生活は自律神経のバランスを崩すもとです。
生活リズムを整えましょう。
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〒861-0142　熊本県熊本市植木町鐙田1025

TEL：096-272-7211・FAX：096-273-2355

医療法人横田会 向陽台病院

外来担当医一覧表

日本精神神経学会専門医研修指定病院　日本精神科病院協会認定専門医研修病院
2005年から日本医療機能評価機構の認定を受けています

※下記担当医は変更する場合もございます

午
前

午
後
予
約

月 火 水 木 金 土

田中

松本

新しく診療を受けに来られる方は予約が必要です
予約受付：096-272-5250

＜平日：午前9時～午後4時30分／土曜日：午前9時～午前11時30分＞

週替わり

横田

佐藤

思春期外来

田中

城野

（2010年 4月1日現在）

村上
小山（一）

小山（裕）

● 診療科目 精神科・心療内科
● 特殊外来 もの忘れ外来
  児童思春期（発達障害）外来
● 病床数　220床
● 外来診療時間　※祝日は平常どおり診療しています
　 月～金曜日 午前9時40分～12時 00分
  午後 2時 30分～ 5時 00分
● 土曜日 午前9時40分～12時 00分

【患者の権利】
1. 良質な医療サービスを平等に受ける権利があります。
2. 人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります。
3. 自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。
4. 医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを自分で決定する権利があり
ます。また、他の医療機関の医師の意見（セカンド・オピニオン）を求める権利があります。

5. プライバシーを尊重される権利があります。

（旧）熊本県鹿本郡植木町鐙田1025→ （新）熊本県熊本市植木町鐙田1025

http://www.koyodai.or.jp/

橋本

城野

村上
橋本

大石

横田

松本

牛島

鍋島

大石

北
第3週目は担当
が異なります。

第1週目は担当
が異なります。


